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よ
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January・
February

「
子
ど
も
の
母
校
は
我
が
母
校
」

「
後
援
会
だ
よ
り
」
は
後
援
会
が
保
護
者
の
皆
さ
ま
と
作
る
ペ
ー
ジ
で
す
。

　

後
援
会
会
員
の
皆
さ
ま
、
本
年
も
た
く
さ

ん
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　

法
政
大
学
後
援
会
は
、
11
月
11
日
（
土
）

市
ケ
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
薩
埵
ホ
ー
ル
で
開
催
さ

れ
た
「
法
政
大
学
後
援
会
創
立
70
周
年
記
念

式
典
」
を
も
っ
て
、
70
周
年
の
歴
史
を
刻
む

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
1
9
4
7
（
昭
和
22
）

年
、
焼
け
跡
残
る
地
で
、
学
生
と
大
学
を
物

心
両
面
で
支
援
し
よ
う
と
1
0
0
人
の
父
母

た
ち
が
後
援
会
を
設
立
し
た
想
い
を
、
こ
れ

か
ら
も
継
い
で
い
く
と
お
約
束
い
た
し
ま
す
。

　

本
年
度
も
学
生
ス
ポ
ー
ツ
応
援
に
全
国
各

地
で
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
37

年
ぶ
り
に
優
勝
し
た
「
総
理
大
臣
杯
全
日
本

大
学
サ
ッ
カ
ー
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
」
で
は
関
西

支
部
の
皆
さ
ま
が
、「
出
雲
駅
伝
」
で
は
鳥

取
・
島
根
県
支
部
の
皆
さ
ま
が
、
そ
し
て

「
全
日
本
大
学
駅
伝
」
で
は
、
東
海
支
部
と

静
岡
支
部
の
皆
さ
ま
が
、
会
場
に
何
本
も
の

「
オ
レ
ン
ジ
色
の
の
ぼ
り
旗
」
を
掲
げ
て
応
援

し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
2
0
1
8
年
1
月

2
日
（
火
）、
3
日
（
水
）
に
開
催
さ
れ
る

「
箱
根
駅
伝
」
を
応
援
す
る
た
め
の
準
備
委

員
会
も
、
す
で
に
立
ち
上
が
り
ま
し
た
。
ぜ

ひ
と
も
会
員
の
皆
さ
ま
と
一
丸
と
な
っ
て
学

生
ラ
ン
ナ
ー
を
応
援
し
、
沿
道
を
オ
レ
ン
ジ

色
に
染
め
る
こ
と
が
で
き
た
ら
と
願
っ
て
い

ま
す
。
詳
細
事
項
は
後
援
会
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

に
随
時
掲
載
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
大
学
か
ら
の
要
請
に
基
づ
い
て
、

毎
年
さ
ま
ざ
ま
な
寄
贈
を
し
て
い
ま
す
。
本

年
度
は
多
摩
キ
ャ
ン
パ
ス
に
新
た
に
大
型
バ

ス
1
台
を
寄
贈
し
、
12
月
26
日
（
火
）
に
納

車
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

　

2
0
1
8
年
も
後
援
会
は
「
学
生
と
大
学

の
一
番
の
応
援
団
」
と
し
て
、
引
き
続
き
全

国
36
支
部
、
2
万
9
0
0
0
人
の
会
員
皆
さ

ま
の
お
力
添
え
と
理
解
を
い
た
だ
き
、
法
政

大
学
を
全
面
的
に
応
援
し
て
い
き
ま
す
。

2
0
1
8
年
を
迎
え
る
に
当
た
っ
て

後
援
会
会
長  
中 

和
夫 

（
祥
太
郎
／
ス
ポ
ー
ツ
健
康
学
部
）

※（　　 ）内は子どもの名前／学部

　

11
月
10
日
（
金
）、
11
日
（
土
）
の
２
日
間

に
わ
た
り
、
市
ケ
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
、
ボ
ア
ソ

ナ
ー
ド
・
タ
ワ
ー
26
階
ス
カ
イ
ホ
ー
ル
に
て

「
支
部
長
懇
談
会
」
お
よ
び
「
支
部
長
会

議
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
全
国
36
支
部
か

ら
多
数
の
支
部
長
と
役
員
の
方
々
に
ご
出
席

い
た
だ
き
、
運
営
委
員
や
支
部
の
皆
さ
ま
と

の
活
発
な
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

10
日
（
金
）
の
中
和
夫
会
長
の
あ
い
さ
つ

で
は
、
夏
の
支
部
総
会
や
周
年
事
業
を
対
応

し
た
支
部
の
方
へ
の
お
礼
や
前
回
の
会
議
で

の
懸
案
事
項
に
関
す
る
説
明
な
ど
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
の
後
ア
ン
ケ
ー
ト
報
告
を
元
に
新

入
生
父
母
の
集
い
や
支
部
総
会
・
父
母
懇
談

会
へ
の
会
員
出
席
率
向
上
、
支
部
活
性
化
の

た
め
の
支
部
独
自
の
取
り
組
み
、
出
雲
全
日

本
大
学
選
抜
駅
伝
競
走
（
出
雲
駅
伝
）
や
秩

父
宮
賜
杯
全
日
本
大
学
駅
伝
対
校
選
手
権
大

会
（
全
日
本
大
学
駅
伝
）
の
応
援
な
ど
の
事

例
を
あ
げ
、
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

11
日
（
土
）
の
午
前
は
、
田
中
優
子
総
長

も
出
席
さ
れ
、
ご
あ
い
さ
つ
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
そ
の
後
、
10
年
ご
と
の
周
年
を
迎
え

る
6
支
部
の
支
部
長
か
ら
、
周
年
事
業
に
つ

い
て
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
今
年
か
ら

は
、
周
年
を
迎
え
る
支
部
で
田
中
総
長
の
文

化
事
業
講
演
を
開
催
し
て
お
り
、
開
催
準
備

は
支
部
を
中
心
に
対
応
し
て
い
ま
す
。
開
催

に
当
た
っ
て
苦
労
し
た
こ
と
や
成
果
な
ど
に

つ
い
て
支
部
長
か
ら
報
告
を
受
け
、
参
加
者

全
員
で
共
有
し
ま
し
た
。
来
年
、
周
年
を
迎

え
る
支
部
の
方
を
中
心
に
活
発
な
質
疑
応
答

が
あ
り
ま
し
た
。

　

両
日
に
わ
た
り
、
各

支
部
の
取
り
組
み
事
例

を
運
営
委
員
と
全
支
部

が
共
有
で
き
、
今
後
の

支
部
活
動
に
つ
な
が
る

有
意
義
な
会
と
な
り
ま

し
た
。

支
部
長
懇
談
会
お
よ
び
支
部
長
会
議
報
告

後
援
会
副
会
長  

松
岡 

孝
幸 

（
翔
吾
／
経
済
学
部
）

HOSEI 2018.1 .2｜22

1   5月20日（土）幹事会／市ケ谷キャンパス ボアソナード・タワー「スカイホール」

2  5月27日（土）新役員予定者説明会／市ケ谷キャンパス ボアソナード・タワー「A会議室」

3  6月 3日（土）支部長会議／市ケ谷キャンパス ボアソナード・タワー「スカイホール」

4  6月 3日（土）総会／市ケ谷キャンパス 外濠校舎「薩埵ホール」

5  6月24日（土）学部長との懇親会／市ケ谷キャンパス ボアソナード・タワー「フォレストガーデン」

6  6月29日（木）常任参与と運営委員懇談会／九段校舎「第二会議室」

7  7月22日（土）静岡支部 総会・父母懇談会／静岡市「ホテルセンチュリー静岡」

8  8月27日（日）群馬県支部 総会・父母懇談会／高崎市「エテルナ高崎」

9 10月 7日（土）徳島県支部 市ケ谷キャンパス見学会／市ケ谷キャンパス 外濠校舎

10 10月15日（日）首都圏父母懇談会／小金井キャンパス

7 8

9 10

4 5 6

1 2 3

写真で振り返る後援会
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後
援
会
創
立
70
周
年
記
念
式
典
報
告

後
援
会
副
会
長  

永
田 

芳
絵 

（
靖
香
／
文
学
部
）

　

11
月
11
日
（
土
）、
市
ケ
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
外

濠
校
舎
薩
埵
ホ
ー
ル
に
て
、
法
政
大
学
後
援

会
創
立
70
周
年
記
念
式
典
が
挙
行
さ
れ
ま
し

た
。

　

澄
み
切
っ
た
晴
天
の
中
、
大
学
か
ら
田
中

優
子
総
長
を
は
じ
め
と
し
て
多
く
の
教
職
員

の
皆
さ
ま
が
参
加
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
さ
ら

に
一
般
社
団
法
人
法
政
大
学
校
友
会
、
関
西

大
学
教
育
後
援
会
、
他
大
学
の
保
護
者
組

織
、
歴
代
後
援
会
会
長
、
後
援
会
ク
ラ
ブ
、

後
援
会
各
支
部
の
支
部
長
、
副
支
部
長
、
後

援
会
本
部
役
員
な
ど
、
合
わ
せ
て
3
0
0
人

を
超
え
る
方
々
に
参
列
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
ず
記
念
式
典
で
は
、
中
和
夫
後
援
会
会

長
が
後
援
会
の
歴
史
を
語
る
と
と
も
に
、
次

世
代
へ
引
き
継

ぐ

義

務

と

責

任
、
そ
し
て
70

周
年
を
迎
え
る

こ
と
が
で
き
た

こ
と
へ
の
感
謝

の
言
葉
を
述
べ

ま
し
た
。
さ
ら

に
、
参
列
い
た

だ
い
た
多
く
の

皆
さ
ま
の
中
か

ら
、
田
中
優
子

総
長
、
法
政
大

学
校
友
会
の
桑

野
秀
光
会
長
、

関
西
大
学
教
育

後
援
会
の
森
本

靖
一
郎
常
任
顧

問
か
ら
心
温
ま

る
ご
祝
辞
を
賜

り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
70

周
年
の
記
念
品
と
し
て
、
全
国
36
支
部
に
各

支
部
名
の
入
っ
た
横
断
幕
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。
代
表
し
て
北
海
道
支
部
と
沖
縄
県
支
部

へ
中
会
長
よ
り
贈
呈
さ
れ
、
披
露
さ
れ
ま
し

た
。

　

次
に
壇
上
の
皆
さ
ま
が
法
政
大
学
の
法
被

を
着
て
、「
よ
い
し
ょ
、
よ
い
し
ょ
、
よ
い

し
ょ
」
と
い
う
大
き
な
掛
け
声
を
合
図
に
た

る
酒
を
割
る
鏡
開
き
が
行
わ
れ
る
と
、
一
気

に
お
め
で
た
い
雰
囲
気
と
な
り
ま
し
た
。
升

酒
を
手
に
、
濱
清
隆
後
援
会
ク
ラ
ブ
会
長
に

乾
杯
の
発
声
を
い
た
だ
き
、
式
典
は
滞
り
な

く
終
了
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
祝
賀
会
で
は
、
ま
ず
後
援
会
を

紹
介
す
る
映
像
が
流
さ
れ
ま
し
た
。
後
援
会

の
活
発
な
活
動
や
歴
代
後
援
会
会
長
へ
の
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
新
し
い
取
り

組
み
が
う
か
が
え
、
後
援
会
の
歴
史
を
感
じ

る
内
容
で
し
た
。

　

続
い
て
、
学
生
に
よ
る
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
Y
O
S
A
K
O
I
ソ
ー

ラ
ン
サ
ー
ク
ル
「
鳳
遙
恋
」
の
華
や
か
で
ダ

イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
ダ
ン
ス
、
マ
ジ
シ
ャ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
の
プ
ロ
顔
負
け
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
、
そ
し
て

最
後
は
法
政
大

学

応

援

団

（

リ

ー

ダ

ー

部
、
チ
ア
リ
ー

デ
ィ
ン
グ
部
、

吹
奏
楽
部
）
に

よ
る
重
厚
感
の

あ
る
演
舞
が
行

わ
れ
、
和
や
か

に
談
笑
の
輪
が

広
が
っ
た
ひ
と

時
で
し
た
。

　

最
後
は
法
政

大
学
応
援
団
に

よ
る
校
歌
斉

唱
で
し
た
。

参
加
者
全
員

で

肩

を

組

み
、
大
き
な

声
で
校
歌
を

歌

い

な

が

ら
、
世
代
を

越
え
て
熱
い

絆
を
深
め
ま

し
た
。
締
め

く
く
り
に
松

岡
孝
幸
副
会
長
よ
り
閉
会
の
辞
を
経
て
、
祝

賀
会
も
盛
会
裏
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

今
回
の
記
念
式
典
で
は
、
卒
業
生
で
長
野

放
送
報
道
局
次
長
の
早
川
英
治
氏
（
法
学
部

卒
）
に
司
会
の
大
役
を
お
願
い
し
た
と
こ

ろ
、
機
転
が
利
い
た
名
進
行
で
場
を
盛
り
上

げ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
運
営
ス
タ
ッ
フ
と

し
て
関
わ
っ
て
く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ま
に
も
、

こ
の
場
を
借
り
ま
し
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
今
後
も
「
子
ど
も
の
母
校
は
我
が
母

校
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、
学
生
と
大
学

を
支
え
る
思
い
を
強
く
し
た
式
典
で
し
た
。

記念品の横断幕が各支部に贈られた

息を合わせての鏡開き

各支部からの出席者

祝宴に花を添えたYOSAKOIソーラン
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10
月
14
日
（
土
）、
15
日
（
日
）
関
西
支
部
で

は
東
京
六
大
学
野
球
の
応
援
と
、
小
金
井
キ
ャ

ン
パ
ス
の
見
学
ツ
ア
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

初
日
は
あ
い
に
く
の
雨
で
し
た
が
、
関
西

支
部
の
15
人
が
信
濃
町
駅
に
集
合
。
中
和
夫

会
長
は
じ
め
本
部
役
員
の
皆
さ
ま
の
案
内

で
、
明
治
神
宮
野
球
場
へ
向
か
い
ま
し
た
。

　

球
場
で
は
、
記
念
撮
影
の
後
、
野
球
応
援

に
関
す
る
マ
ナ
ー
の
説
明
を
受
け
て
か
ら
ス

タ
ン
ド
へ
。
4
時
間
以
上
に
及
ん
だ
前
試
合

が
終
了
し
た
後
、
お
待
ち
か
ね
の
法
政
の
試

合
で
す
。
プ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
前
に
は
、
対
戦

相
手
の
早
稲
田
大
学
と
厳
か
に
エ
ー
ル
を
交

換
。
力
強
く
腕
を
振
り
上
げ
て
校
歌
を
斉
唱

し
ま
し
た
。

　

試
合
は
、
3
回
裏
に
法
政
が
タ
イ
ム
リ
ー

ヒ
ッ
ト
で
先
制
点
！　

7
回
表
に
1
点
を
返

さ
れ
同
点
に
な
っ
た
も
の
の
、
8
回
裏
に
は

再
び
タ
イ
ム
リ
ー
で
点
を
加
え
て
2
対
1
と

突
き
放
し
、
そ
の
ま
ま

勝
利
し
ま
し
た
！

　

試
合
の
後
半
に
は
日

も
暮
れ
て
、
ナ
イ
タ
ー

に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
日
は
気
温
が
低

く
、
小
雨
が
降
る
肌
寒

い
中
の
応
援
で
し
た

が
、
心
は
と
て
も
温
ま

り
ま
し
た
。
応
援
団
、

チ
ア
リ
ー
ダ
ー
、
吹
奏

楽
部
の
統
率
の
取
れ
た

素
晴
ら
し
い
応
援
と
一

緒
に
声
を
張
り
上
げ
た
、
と
て
も
エ
キ
サ
イ

テ
ィ
ン
グ
な
体
験
で
し
た
。

　

翌
日
は
、
首
都
圏
父
母
懇
談
会
の
開
催
に

合
わ
せ
て
、
小
金
井
キ
ャ
ン
パ
ス
を
職
員
の

方
に
案
内
い
た
だ
き
ま
し
た
。
情
報
科
学
部

の
研
究
室
な
ど
を
見
学
し
、
V
R
（
バ
ー
チ
ャ

ル
・
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
）
の
ハ
イ
テ
ク
な
体
験

も
し
ま
し
た
。
田
中
優
子
総
長
の
講
演
会

と
、
理
系
学
部
長
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
聴
講
。
総
長
と
記
念
撮
影
も
い
た

し
ま
し
た
。

　

学
生
食
堂
の
ラ
ー
メ
ン
は
、
安
く
て
と
て

も
美
味
し
か
っ
た
で
す
。
充
実
し
た
素
晴
ら

し
い
環
境
で
勉
強
で
き
る
学
生
が
う
ら
や
ま

し
く
思
い
、　

「
学
生
諸
君
、
し
っ
か
り
や
っ

て
や
！
」
と
い
う
気
分
に
な
り
ま
し
た
。

　

本
部
の
皆
さ
ま
、
2
日
間
大
変
お
世
話
に

な
り
、
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

関
西
支
部
六
大
学
野
球
応
援
ツ
ア
ー
・

キ
ャ
ン
パ
ス
見
学
報
告
！

関
西
支
部
長  

隈
元 

厚
知 

（
就
平
／
文
学
部
）

４
年
ぶ
り
、
後
援
会
・
校
友
会

法
政
愛
を
繋
い
だ
駅
伝
応
援

東
海
支
部
長  

市
原 

俊
明 

（
駿
／
法
学
部
）

　

駅
伝
応
援
企
画
「
オ
レ
ン
ジ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
は
、「
オ
レ
ン
ジ
色
の
物
を
何
か
身
に
付

け
て
応
援
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
」
と
呼
び
か

け
、
後
援
会
も
校
友
会
も
一
緒
に
な
っ
て
、

の
ぼ
り
旗
を
持
っ
て
応
援
を
す
る
と
い
う
も

の
で
す
。
こ
の
企
画
は
、
４
年
前
の
後
援
会

役
員
の
先
輩
へ
の
相
談
が
き
っ
か
け
で
始
ま

り
ま
し
た
。

　

今
回
の
オ
レ
ン
ジ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
舞
台

は
、
秩
父
宮
賜
杯
全
日
本
大
学
駅
伝
対
校
選

手
権
大
会
（
全
日
本
大
学
駅
伝
）。
全
国
各
地

の
選
考
会
を
勝
ち
抜
い
て
き
た
25
大
学
が
出

場
し
、
大
学
駅
伝
日
本
一
を
決
め
る
大
会
で

す
。
第
49
回
目
と
な
る
今
年
は
、
11
月
5
日

（
日
）
に
開
催
さ
れ
、
出
場
す
る
陸
上
競
技
部

駅
伝
チ
ー
ム
の
応
援
の
た
め
に
、
後
援
会
本

部
か
ら
80
本
の
の
ぼ
り
旗
と
、
1
3
0
枚
の

応
援
グ
ッ
ズ
の
支
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

当
日
、
ス
タ
ー
ト
地

点
の
熱
田
神
宮
西
門
に

は
応
援
団
、
チ
ア
リ
ー

ダ
ー
、
後
援
会
関
係
者

を
は
じ
め
、
地
元
の
校

友
会
、
静
岡
か
ら
三
枝

俊
也
支
部
長
の
ご
家
族

も
詰
め
か
け
ま
し
た
。

　

７
カ
所
あ
る
中
継
所
に

は
合
計
47
人
、
ゴ
ー
ル
前

の
伊
勢
神
宮
内
宮
に
は
20

人
、
総
勢
95
人
が
応
援
を

繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

特
に
各
中
継
所
で
は
、
東
海
支
部
後
援
会

の
役
員
が
、
沿
道
の
人
た
ち
に
「
法
政
大
学

の
応
援
で
す
か
」
と
声
を
掛
け
、
一
緒
に
の

ぼ
り
旗
を
持
っ
て
応
援
し
て
い
ま
し
た
。
多

く
の
人
か
ら
「
楽
し
か
っ
た
、
ま
た
法
政
を

応
援
す
る
よ
」
と
声
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

８
区
間
１
０
６
・
８
㎞
で
競
わ
れ
た
全
日
本

大
学
駅
伝
。
応
援
す
る
場
所
は
そ
れ
ぞ
れ

違
っ
て
も
、
選
手
を
思
う
心
は
皆
同
じ
。
沿

道
の
人
た
ち
の
温
か
い
心
に
支
え
ら
れ
な
が

ら
、
選
手
は
襷
（
た
す
き
）
を
、
私
た
ち
は

心
を
つ
な
い
だ
、
そ
ん
な
駅
伝
応
援
と
な
り

ま
し
た
。

　

こ
の
応
援
は
ぜ
ひ
、
東
海
支
部
の
恒
例
行

事
に
し
た
い
で
す
。
坪
田
智
夫
監
督
、
選
手

の
皆
さ
ん
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

そ
し
て
後
援
会
の
皆
さ
ま
、
2
0
1
8
年

も
「
2
0
1
8 

オ
レ
ン
ジ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
へ

の
ご
参
加
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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